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～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆ロボカップジュニア大会で準優勝！世界大会へ 

株式会社フジ・データ・システム（本社： 

尼崎市）がサポートしている地元尼崎の高校 

チームが「ロボカップジュニアジャパン」 

（自作ロボットにサッカーをさせて得点を競 

う）に出場し、サッカーロボットＢライト・ 

セカンダリ部門で準優勝しました。 

ブラジルで開催される世界大会に出場する際には、フジ・

データ・システムで開発した自律型ロボット用制御ユニット

が搭載される予定です。 

小中高生を対象とした 

神戸ロボットプログラミ 

ングセミナーの開催やト 

ップジュニアの普及活動 

などフジ・データ・シス 

テムの新たな取り組みに 

期待が膨らみます。 

 

◆高度職業者の１０００万円以上が議論 

いま厚労省で勤務時間を外す就業者について議論がなさ

れています。汗かき代、時間を売るという今までの概念とは

違って、やっと価値の売買という視点で労働という分野に議

論が出てきていることは素晴らしいことです。 

この議論の中で、１０００万円（１０万ドル）というのは、

世界で一人前の評価だという常識がやっと日本でも意識さ

れるようになったのかと遅すぎたとはいえ新時代のとらえ

方になりだしたとみて良いのではないでしょうか。 

◆仕事をするときに考えなければいけないこと 

現代の仕事は、組織的な役割で意味をなし、単独では目的を

果たすことはできません。関係者が、自分の一つひとつの仕事

について「主担」、「補佐」、「協力」という３つのいずれの

ものかを自覚し、その関係に適した仕事の仕方でなければなり

ません。「主担」は、目的を果たす責任が自分にあり、「補佐」

は主担に何かあれば自分が主担に代わって責任を果たす立場

にあり、「協力」とは主担から求められることに応える立場に

あるということになります。 

「協力」には、作業ベースでいうと、「内容の協力」、「知

恵の協力」、「判断の協力」の３つがあります。このうち、ど

れを求められるかを適格にとらえられるようになり、タイミン

グも含めて適格に如何に協力できるようになるかで、まずはそ

の人の仕事人としての評価がなされます。  

◆企業製品紹介『カクイのモイストマスター』 

◎傷口に貼りつきにくい新しいタイプの創傷被覆材・モイスト

マスターシリーズの特長 

傷口の乾燥や痂疲（かさ 

ぶた）形成の結果生じる本 

品と傷口の固着を防ぎ、や 

さしく保護します。固着し 

にくいので、交換時の痛み 

を軽減できる上、傷口から 

出る過剰な浸出液を吸収し、傷口以外の皮膚が「ムレる」「ふ

やける」「カブレる」等の皮膚トラブルが生じにくい構造です。

薄型で柔軟な素材で構成されているので、様々な形状にフィッ

トし傷口を圧迫しません。吸収体一体タイプと表面材タイプが

あり、形成外科、整形外科、皮膚科、小児科、外科病院にて使

用されています。 

〇モイストマスターを使用しての感想 

「使用して４日目、それまで包帯を使っていて大変不便でした

が、この製品は包帯の代わりにもなり、ガーゼの代わりにもな

り、絆創膏の代わりにもなります。特に良いのは、一度付けた   

ら治るまでそのままで良く、全く蒸れる心配が 

ありません。」 

製造販売元：カクイ株式会社（本社：鹿児島市） 

 

◆システムの付加価値 

システムの使い方が簡単（省人化）、処理スピードが早い、

魅力的な出力といった魅力機能の価値が高まっており、本来

求められていたシステムの基本機能の価値が相対的に低下

しています。昔ソフトをタダで提供していた時代がありまし

た。その次の時代では、ソフトを売るためにハードがタダ同

然になって来ました。これからは、ソフトシステムの中での

高付加価値化は魅力機能化へと進むでしょう。 


